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徳之島町では温暖な気候を生かし、スポーツ合宿の誘致を行っています

が、雨天時の練習環境が課題となっていました。今回の屋内運動場の整備

により、雨天時でもスポーツ合宿に来て頂いた選手の皆さんや、地元利用

者の方が思う存分練習出来る環境が整備されました。

「
ふ
る
さ
と
を
応
援
し
た
い
―
―
」
そ
ん
な
気
持
ち
を
実
現
す
る
た
め
に
生
ま
れ
た
『
ふ
る

さ
と
納
税
』
制
度
。
平
成
29
年
度
は
、
本
町
に
日
本
全
国
か
ら
寄
附
件
数
１
万
６
６
７
２
件
、

３
億
５
０
３
１
万
７
２
２
７
円
の
ご
寄
附
を
頂
き
ま
し
た
。
頂
い
た
ご
寄
附
は
『
徳
之
島
町
ふ
る
さ

と
思
い
や
り
基
金
』
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
平
成
29
年
度
に
行
っ
た
基
金
活
用
事
業
や
、

全
国
か
ら
届
い
た
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

皆
様
か
ら
の

老朽化が進み、度々修理を行っていた移動図書館車。

小さな集落も多い本町では、移動図書館は集落の皆さ

んや、子ども達の楽しみのひとつでした。今回ふるさ

と納税を活用し、約 14 年ぶりに新しい移動図書館車

を購入することができました。

子育て支援の一環として、乳児から未就学までの子ど

も達が参加する親子教室用に砂場を設置しました。「町

内に砂場のある公園が少ない」「砂場が施設の屋内にあ

る」「抗菌の砂が使われている」ことなどから、安心し

て子ども達を遊ばせることができ、喜ばれています。

このほか、『手々地区ふるさと留学制度強靭化事業』や『世界自然遺産登録推進事業』など、平成 29 年度
は全部で 13 の事業を実施しました。詳しくは町ウェブサイトのふるさと納税ページをご覧ください。

活
用
し
て
ま
す
！

「屋内運動場」を町総合
運動公園に整備しました！

「
ふ
る
さ
と
納
税
」

運動公園野球場横の「健康の森 屋内運動場」

上武大学硬式野球部からメッセージ

　徳之島では暖かい気候、 温かい島

の人たちに支えられ、 とても充実した

キャンプ （合宿） ができました。 今回

屋内運動場ができ、 これまで以上に

キャンプが充実します。 チーム一丸と

なってリーグ優勝、 そして２度目の

大学野球 「日本一」 を目指します。

《
主
将
》
市
根
井 

選
手

《
副
主
将
》
寺
沢 

選
手

《
副
主
将
》
吉
田 

選
手

新しい移動図書館車
を購入しました！

「砂場」を町保健センター
へ設置しました！
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徳
之
島
町
で
は
平
成
20
年
度
の
制
度
開
始
か
ら
、
全
国
に

町
の
素
晴
ら
し
さ
を
Ｐ
Ｒ
し
な
が
ら
ふ
る
さ
と
納
税
を
募
集

し
て
き
ま
し
た
。
左
の
表
の
よ
う
に
、
開
始
当
初
は
５
件
だ
っ

た
寄
附
件
数
も
、
平
成
29
年
度
は
１
万
６
千
件
を
超
え
、
日

本
全
国
か
ら
徳
之
島
町
へ
、た
く
さ
ん
の
あ
た
た
か
い
『
想
い
』

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
ふ
る
さ
と
納
税
を
し
て
い
た
だ
い
た
皆
様
に
は
、
徳

之
島
の
特
産
品
を
返
礼
品
と
し
て
お
贈
り
し
て
い
ま
す
。
マ

ン
ゴ
ー
や
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
、
黒
糖
焼
酎
や
島
豚
、
徳

之
島
生
ま
れ
の
黒
毛
和
牛
な
ど
が
人
気
で
す
。

徳
之
島
町
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
こ
れ
か
ら
も
地
元
事
業
者

様
、
農
家
の
皆
様
と
一
緒
に
、
地
域
活
性
化
の
為
に
全
国
に

徳
之
島
町
を
Ｐ
Ｒ
し
、
徳
之
島
を
ま
す
ま
す
『
元
気
』
に
し

て
い
き
ま
す
。

年度 寄附
件数（件） 寄附額（円）

平成 20 年度 5 280,000 

平成 21 年度 8 3,080,000 

平成 22 年度 21 5,330,000 

平成 23 年度 15 4,445,000 

平成 24 年度 19 2,925,000 

平成 25 年度 26 1,820,000 

平成 26 年度 51 3,035,000 

平成 27 年度 183 6,820,000 

平成 28 年度 7,201 132,347,931 

平成 29 年度 16,672 350,317,227 

徳之島のために役立てて頂けると

嬉しいです。 昨年のマンゴーも美

味しかったです。 ありがとうござい

ます。 （東京都 ： 女性）

ご寄附いただいた皆様から、

毎日たくさんのメッセージ

が届いています。

徳之島出身者の友達 （先輩）

がたくさんいます。 自然豊かな島

であることは色々聞きました。 これ

からも若い人たちが島を離れず、

発展してくれることを望んでいま

す。 （大阪府 ： 男性）

昨年度も寄付をさせて頂きました。

町民の皆様のあったかさに感動し

ました。 （京都府 ： 女性）

先月徳之島ひとり旅で満点の星

空と波の音を満喫しました。 また

訪れたいです。 （京都府 ： 男性）

トライアスロン IN 徳之島でお世

話になっています。 今年の大会に

も参加します。 宜しくお願いいたし

ます。 （東京都 ： 男性）

アマミノクロウサギが元気に暮ら

せる島でありますように。

（高知県 ： 男性）

闘牛を見に行きたいです。  鶏飯も

食べたいです。 いつか絶対に行き

ます。 （佐賀県 ： 男性）

徳之島町へご寄附いただいた皆様
　“ 本当にありがとうございました ”

徳之島町役場企画課
ふるさと思いやり応援推進係
TEL0997-82-1111

これからも皆様からのご寄附を大切に活用させて頂きます。

全
国
か
ら
い
た
だ
い
た
、
た
く
さ
ん
の
『
想
い
』

昨年の寄附により 「移動図書館

車」 が更新されることのお知らせ

がありました。 このような施策に活

用いただき、 大変うれしく思います。

今後とも町の活性化のためにご尽

力ください。 （青森県 ： 男性）
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犠牲者の冥福を祈る徳島県遺族会の皆さん

「
第
55
回
富
山
丸
慰
霊
祭
」
が
４
月

20
日
、
亀
徳
の
な
ご
み
の
岬
公
園
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
慰
霊
祭
に
は
全

国
の
遺
族
会
（
高
知
県
、
徳
島
県
、
香

川
県
、
愛
媛
県
、
大
分
県
、
宮
崎
県
、

鹿
児
島
県
、
関
東
地
区
）
か
ら
65
人
が

参
列
。
犠
牲
者
の
冥
福
を
祈
り
、
恒
久

平
和
へ
の
思
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

ま
た
４
月
16
日
に
は
な
ご
み
の
岬
会
や

有
志
に
よ
る
清
掃
活
動
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
輸
送
船
「
富
山
丸
」
は
、
太
平
洋

戦
争
中
の
１
９
４
４
年
６
月
、
徳
之
島

沖
で
米
潜
水
艦
の
攻
撃
に
よ
り
撃
沈
。

３
７
２
４
名
が
犠
牲
と
な
っ
て
い
ま

す
。

富
山
丸
慰
霊
祭
、
遺
族
が
全
国
か
ら
参
列

子どもから高齢者まで、昔あそびで交流

４
月
21
日
、
子
ど
も
読
書
の
日
お
は

な
し
会
が
徳
之
島
町
立
図
書
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
４
月
23
日
の
「
子
ど
も
読

書
の
日
」
に
合
わ
せ
、
町
立
図
書
館
が

例
年
実
施
し
て
い
る
お
は
な
し
会
。
今

年
は
こ
い
の
ぼ
り
に
ち
な
ん
だ
パ
ネ
ル

シ
ア
タ
ー
や
、
大
型
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
、
手
話
あ
そ
び
な
ど
で
本
の
世
界
に

親
し
み
ま
し
た
。
ま
た
お
は
な
し
会
の

後
に
は「
親
子
で
工
作
・
昔
の
お
も
ち
ゃ

つ
く
り
」
が
あ
り
、
ゴ
ム
て
っ
ぽ
う
の

工
作
や
こ
ま
回
し
、
竹
で
作
っ
た
空
気

て
っ
ぽ
う
な
ど
、
高
齢
者
や
地
域
の
青

年
と
交
流
し
な
が
ら
昔
あ
そ
び
を
楽
し

み
ま
し
た
。

子
ど
も
読
書
の
日
、
本
や
昔
遊
び
に
親
し
む

機能性植物加工センター開所を祝う関係者大きなブーケのように咲いた見事なテッポウユリ

４
月
21
日
、
徳
之
島
町
が
国
の
地
方

創
生
拠
点
整
備
交
付
金
で
母
間
地
区
に

整
備
を
進
め
て
い
た
「
徳
之
島
町
機
能

性
植
物
加
工
セ
ン
タ
ー
」
の
開
所
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
同
施
設
で
は
、
徳
之

島
町
・
琉
球
大
学
・
N
P
O
法
人
奄

美
機
能
性
植
物
研
究
会
に
よ
り
共
同
研

究
が
進
め
ら
れ
、
多
様
な
機
能
性
が
認

め
ら
れ
た
シ
マ
ア
ザ
ミ
を
、
生
産
者
組

合
か
ら
買
い
取
り
乾
燥
チ
ッ
プ
へ
。
加

工
さ
れ
た
シ
マ
ア
ザ
ミ
は
健
康
食
品
の

原
料
と
し
て
メ
ー
カ
ー
へ
出
荷
さ
れ
ま

す
。
施
設
の
管
理
運
営
は
、
町
と
施
設

貸
与
契
約
を
結
ん
だ
㈱
ヘ
ル
シ
ー
ア
イ

ラ
ン
ズ
に
よ
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

徳
之
島
町
亀
津
の
大
山
寛
司
さ
ん

（
74
）
の
自
宅
の
テ
ッ
ポ
ウ
ユ
リ
一
株

か
ら
た
く
さ
ん
の
花
が
咲
き
、
話
題
と

な
り
ま
し
た
。

大
島
支
庁
徳
之
島
事
務
所
農
業
普
及

課
に
よ
る
と
、
こ
の
テ
ッ
ポ
ウ
ユ
リ
の

状
態
は
「
帯
化
現
象
」
と
呼
ば
れ
、
土

の
栄
養
状
態
が
良
い
、
球
根
が
肥
料
を

吸
収
す
る
力
が
強
い
な
ど
の
条
件
で
起

こ
り
や
す
い
そ
う
で
す
。

４
月
26
日
の
時
点
で
テ
ッ
ポ
ウ
ユ
リ

が
開
花
し
た
花
の
数
は
55
個
。
咲
き
始

め
る
前
は
88
個
の
つ
ぼ
み
が
つ
き
、
訪

れ
た
人
は
大
き
な
ブ
ー
ケ
の
よ
う
な
姿

を
楽
し
み
ま
し
た
。

機
能
性
植
物
加
工
セ
ン
タ
ー
が
母
間
地
区
に
完
成

一
株
か
ら
た
く
さ
ん
の
テ
ッ
ポ
ウ
ユ
リ
が
開
花
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大スクリーンの迫力に子どもたちからは歓声が 和やかな雰囲気の中田植えを楽しむ参加者

５
月
５
日
、
黒
砂
糖
ま
つ
り
終
了
後

の
畦
プ
リ
ン
ス
ビ
ー
チ
で
、
映
画
館
の

な
い
街
に
映
画
館
を
届
け
る
「
星
空
シ

ネ
マ 

ソ
ラ
シ
ネ
in
徳
之
島
」（
同
実
行

委
員
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ソ
ラ
シ
ネ
は
、
㈱
ラ
コ
ル
（
北
海
道
札

幌
市
）
が
運
営
す
る
「
O
U
T
D
O
O
R 

T
H
E
A
T
E
R 

J
A
P
A
N
」
の
新

規
事
業
。
イ
ベ
ン
ト
の
趣
旨
に
賛
同
し

た
花
徳
連
合
青
年
団
が
実
行
委
員
会
の

主
体
と
な
り
実
現
し
ま
し
た
。
幅
10

㍍
、高
さ
７
㍍
の
大
画
面
で
映
画「
ジ
ュ

ラ
シ
ッ
ク
・
ワ
ー
ル
ド
」
が
上
映
さ
れ
、

来
場
者
は
開
放
的
な
雰
囲
気
の
中
で
映

画
鑑
賞
を
楽
し
み
ま
し
た
。

井
之
川
集
落
の
水
田
で
４
月
29
日
、

田
植
え
体
験
活
動
（
井
之
川
夏
目
踊
り

保
存
会
主
催
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
田

植
え
に
は
神
之
嶺
小
学
校
の
児
童
や
保

護
者
、
地
域
住
民
な
ど
約
50
名
が
参

加
。
田
植
え
歌
に
合
わ
せ
て
稲
を
植
え

つ
け
、
稲
作
体
験
を
楽
し
み
ま
し
た
。

同
保
存
会
の
町
田
進
さ
ん
は
、「
夏
目

踊
り
な
ど
の
伝
統
文
化
は
稲
作
と
深
い

関
わ
り
が
あ
る
。
田
植
え
を
通
じ
て
子

ど
も
た
ち
に
伝
統
文
化
の
『
心
』
を
継

承
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

育
っ
た
稲
は
７
月
に
収
穫
し
、
12
月
に

は
同
保
存
会
主
催
の
も
ち
つ
き
大
会
で

使
わ
れ
る
予
定
で
す
。

星
空
の
下
で
の
映
画
鑑
賞
、
青
年
団
主
体
で
実
現

田
植
え
体
験
で
伝
統
文
化
の
心
を
つ
な
ぐ

牛の手綱を引いてサタグンマでの実演を体験

畦
プ
リ
ン
ス
ビ
ー
チ
海
浜
公
園
で
５

月
５
日
、「
黒
砂
糖
ま
つ
り
」（
徳
之
島

町
・
徳
之
島
町
商
工
会
・（
一
社
）
徳

之
島
観
光
連
盟
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
黒
砂
糖
づ
く
り
の
実
演
で
は
、

昔
な
が
ら
の
サ
タ
グ
ン
マ
を
牛
が
ひ
く

サ
ト
ウ
キ
ビ
搾
り
が
披
露
さ
れ
、
サ
タ

ヤ
ド
リ
（
砂
糖
た
き
小
屋
）
で
作
ら

れ
た
出
来
立
て
の
黒
糖
や
、
キ
ビ
の

ジ
ュ
ー
ス
が
無
料
で
振
る
舞
わ
れ
ま
し

た
。
野
外
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

吹
奏
楽
や
ダ
ン
ス
、
バ
ン
ド
演
奏
な
ど

が
行
わ
れ
、
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
来

場
客
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。
ま
た
同

ビ
ー
チ
で
は
海
開
き
セ
レ
モ
ニ
ー
や
、

砂
浜
に
隠
し
た
景
品
を
探
す
「
宝
さ
が

し
」
な
ど
が
行
わ
れ
、
た
く
さ
ん
の
親

子
連
れ
な
ど
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

「
黒
砂
糖
ま
つ
り
」
で
盛
り
だ
く
さ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
を
満
喫

「宝さがし」で楽しげに景品を探す子どもたち

来場者を沸かせた多彩なステージイベント
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町からのお知らせ

廃棄物は、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」により、排出事業者（農家）の自らの責任で適

正に処理することが義務づけられています。自分の家で焼いたり、自家所有地に埋立てることは「廃

棄物の処理及び清掃に関する法律」により禁止されています。農業環境保全のため、適正処理にご

協力ください。

徳之島地域農業用廃プラスチック類適正処理推進協議会

農業用廃プラスチック類の回収について

農業用廃プラスチック類は適正に処理しましょう
問

（農林水産課）☎ 0997-82-1111（内線 244）

回収月 回収場所

平成 30 年 6 月 農協園芸・購買課

平成 30 年 12 月 農協母間事業所

平成 31 年 3 月 農協東天城支所

○平成 30 年度の回収予定
種　類 負担額

肥料袋・農薬のポリ容器・マルチ等 1㎏あたり 40 円

ハウスビニール・サイレージラップ等 1㎏あたり 50 円

○負担金（※印鑑をご持参ください。）

□ 塩化ビニールフィルム、農ポリ等の種類別に分別してください。
□ 土や砂はできる限り取り除き、針金等の異物は絶対に混入させないでください。
□ 同じ種類のひもで 3 ヶ所をしばり、適正な梱包をしてください。

～農業用廃プラスチック類の梱包方法～
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町からのお知らせ

日にち 集　落 時　間 場　所

６月 11 日（月）
手々地区 午後２時から 手々福祉館

山・金見地区
（畦・港川・内千川・山里・金見合同開催） 午後２時から 山公民館

６月 12 日（火）

花・轟地区
（前川・新村・上花徳・轟木合同開催） 午後２時から 前川生活館

母間地区
（池間・反川・大当・花時名合同開催） 午後２時から 池間公民館

６月 13 日（水）

井・旭・下地区
（井之川・旭ヶ丘・下久志合同開催） 午後２時から 井之川公民館

神嶺地区
（徳和瀬・諸田・神之嶺合同開催） 午後２時から 諸田公民館

６月 14 日（木）
亀徳地区 午後２時から 亀徳公民館

亀津地区
（南区・中区・北区・東区合同開催） 午後２時から 南区会館

６月 15 日（金） 尾母地区
（尾母・大原・白井合同開催） 午後 7 時から 尾母公民館

計量器（はかり）をお使いの皆様へ

特定計量器定期検査が行われます

特定計量器定期検査は、計量法に基づき、取引や証明などに使われている計量器（はかり）を対

象に２年ごとに行われる検査です。主に販売などを行っている商店、事業所や公的機関で使われて

いる計量器が検査対象です。取引や証明などで使用される全ての計りについて、計量法に基づき定

期検査を受けることが義務付けられていますので、必ず定期検査を受けるようにしてください。検

査時には、計量器の種類に応じた手数料が発生します。あらかじめご了承ください。

６月 11 日（月）から 15 日（金）にかけて、下記の内容で集落営農座談会を開催します。

農業関係機関・団体による各種施策や、さとうきび等補助事業説明会を行います。

お住まいの地区又は、最寄りの地区へのご参加をお待ちしています。

農業をされている皆様へ

平成 30 年度集落営農座談会を開催します
農林水産課 　☎ 0997-82-1111（内線 244）問

地域営業課 　☎ 0997-83-4111問

・販売所などで使用している計量器

・薬局などで使用する計量器

・学校などの身体測定で使用されている

   計量器

・医療機関などで使用されている計量器

・事業所や工場などで使用されている計 

   量器

具体的な対象計量器日にち 時　間 検査場所

７月４日（水）
午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分 山コミュニティー

センター

午後１時 30 分～３時 30 分 大当公民館

７月５日（木）
午前９時 30 分～ 11 時 井之川公民館

午後１時～４時 東区公民館

７月６日（金）午前９時 30 分～午後２時 東区公民館

○特定計量器定期検査日程
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通知ハガキの日程で訪問します

浄化槽法定検査について

浄化槽法定検査（法第 11 条）は、浄化槽の保守点検及び清掃が適正に行われているか、適正に
使用され浄化槽の機能が正常に維持されているかの検査等を目的としています。

知事が指定した検査機関である（公財）鹿児島県環境保全協会の検査員が、事前にハガキで通知
した検査日にお伺いして現場で検査を行い、採水した浄化槽の放流水を持ち帰って水質検査を行い
ます。（※地元の保守点検業者が行う保守点検とは別のものです。） 

 検査対象となった浄化槽 ( 設置年度ごとに対象としています ) については事前に指定検査機関か
ら日程通知がありますので、必ず検査を受けていただきますようお願いします。

平成 30 年度徳之島町職員採用候補者試験及び徳之島地区消防職員採用候補者試験を次のとおり

行います。なお、内容については変更がある場合があります。７月 17 日（火）当日の本町公示及　

び町ホームページ（http://www.tokunoshima-town.org/）、新聞等の案内もご覧ください。

●試験区分（採用職種・人員及び受験資格）

●試験日・試験場＝平成 30 年９月 16 日（日）・徳之島町生涯学習センター　２階ホール
　　　　　　　　　（受付時間：午前８時から午前８時 40 分まで）
●受付期間＝平成 30 年７月 23 日（月）から平成 30 年８月 16 日（木）まで。
　　　　　　※願書の配布は平成 30 年７月 23 日（月）から徳之島町役場総務課にて行います。

総務課庶務係　☎ 0997-82-1111（内線 211、212、213）

町職員採用試験を希望される方へ

町職員採用候補者試験・徳之島地区消防職員採用候補者試験について
問

区分 職　種 採用予定人員 受験資格

行　政　職

（初級高卒程度）

一般事務 若干名 昭和 58 年４月２日以降に生まれた者。

幼稚園教諭・
保育士 若干名

昭和 58 年４月２日以降に生まれた者で幼稚園教諭及び保
育士の両方の資格を有する者又は、平成 31 年３月までに
取得見込みの者。

保健師 若干名 昭和 58 年４月２日以降に生まれた者で保健師の資格を有
する者又は、平成 31 年３月までに取得見込みの者。

社会福祉士 若干名
昭和 58 年４月２日以降に生まれた者で社会福祉士の資格
を有する者又は、平成 31 年３月までに取得見込みの者。

職　種 採用予定人員 受験資格

消　防　士 １名 昭和 63 年４月２日以降に生まれた者で、都道府県公安委員会が交付する
普通免許証を所有（平成 31 年３月 31 日まで取得できる者も含む）する者。

検
査
手
数
料

浄化槽の種類 検査料金

単独処理浄化槽 ４，０００円

合併処理浄化槽 ６，０００円

建設課浄化槽係　☎ 0997-82-1111問

鹿児島県知事指定検査機関
（公財）鹿児島県環境保全協会　☎ 099-296-9000　
同上　徳之島保健所駐在検査員　☎ 0997-82-2276　
鹿児島県生活排水対策室　☎ 099-286-3685

徳之島町建設課浄化槽係　☎ 0997-82-1111　

関係機関お問い合わせ先
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お手元に古い写真・文書等ありませんか？

新たな『徳之島町史（仮称）』の編さんが始まります

昭和 45 年 3 月（今から約半世紀前）に刊行された『徳之島町誌』

の土台のうえに、最新の研究成果を加えての町誌の「再」編さん

事業がいよいよ動き出しました。奄美諸島を対象とした研究はじ

つにめざましいものがあり、多くの専門家に参加をお願いし、新

たな知見をふまえて、21 世紀の『徳之島町史（仮称）』をまとめ

ていくこととなりました。

先史から現代にかけてのそれぞれの時代に、どのような歴史が

学校や仕事などの対人関係、看護や介護などの悩みでこころが休まらない、不安や焦りの気持ち
でいっぱい。そんな悩みを、鹿児島の臨床心理士（カウンセラー）へ相談してみませんか？おひと
り約 50 分、ゆっくりと相談できます。相談は予約制です。町保健センターへお申し込みください。

●日時＝６月 16 日（土）午前 10 時～午後 7 時 30 分
　　　　６月 17 日（日）午前 8 時 30 分～午後 5 時 30 分
●対象＝徳之島町に住所のある 40 歳未満の住民の方。
※対象者の年齢によっては保護者やご家族の方も対象となります。

　※臨床心理士（カウンセラー）は鹿児島から参ります。

若年層（40 歳未満）対象

臨床心理士による個別相談会を開催します
保健センター 　☎ 0997-83-3121問

町誌編さん室（町生涯学習センター３階 郷土資料館隣）　☎ 0997-82-2908問

繰り広げられてきたのかを明らかにし、町域や島内の自然環境やそこに住む人々の生活文化につい

て、より具体的に知ることができるものにしたいと考えています。『徳之島町史（仮称）』の刊行に

あたっては、これまでの堅いイメージから抜け出せるようなものをめざします。写真やイラストを

多用するようにし、色刷で読者の方々へ視覚に訴えるよう工夫をこらし、専門的な事柄も読みやす

く親しみやすくなるよう、編さんを進めていく予定です。新たな『徳之島町史（仮称）』の編さん

が実現するよう、町民の皆様・関係各位に対しご支援ご協力をお願いいたします。　

旧版『徳之島町誌』

町誌編さん事業で活用される資料はきわめて膨大な数

にのぼります。そして、それは島内在住の皆様方から

寄せられる情報量によって大きく左右されます。古写
真・古文書・民具等をお持ちの方はぜひ町誌編
さん室までお知らせください。編さん室員が写真
等で記録作業を行い、必ず返却します。

お手元に古い写真や文書、民具などはありませんか？

復帰前後の亀津商店街
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平成 29 年中、徳之島島内では、オートバイ盗難 13 件、

自動車盗難１件の計 14 件で、８名の少年が検挙されまし

た。いずれも、鍵のついたままの自動車とオートバイの盗

難でした。

遊び心が優先されスリルを求める青少年の前に鍵つきの

車等を置くことは、非行の道に背中を押しているのと同じ

ことです。また、未熟な運転で第三者を巻き込んで交通事

故等の二次被害を起こす恐れがあります。オートバイ盗難などは、スリルを味わうなどの動機で安

易に、又は友達に誘われて遊び感覚で行われやすく、何度も繰り返しているうちに罪の意識が薄く

なり、次第に大きな犯罪を犯してしまうことになります。

町の宝である青少年の輝かしい未来は、私たち大人の行動で守ることができます。「島は安全」「大

きな犯罪は起こらない」「ちょっとの時間なら」という考えを改め、青少年が安心して生活できる環

境を大人が整えていきましょう。

青少年を非行や犯罪被害から守るためには、大人たちから規範意識を醸成し、青少年の健全育成

に好ましくない環境を浄化するなど、家庭、学校、地域が連携して、非行防止、犯罪被害防止に取

り組むことが大切です。

徳之島町青少年育成町民会議 事務局問

〇車盗難 防止対策
「ちょっとだけだから」「近くにいるから」などの油断も禁物です。⾞から離れる時は、

短時間でも必ずエンジンキーを抜き、窓を完全に閉め、ドアロックをしましょう。

〇オートバイ盗難  防止対策
短時間でもオートバイから離れるときは、必ずハンドルロック、エンジンキーを抜き、

補助錠などで⼆重施錠しましょう。
グッドライダー防犯登録を必ずしましょう。

〇⾃転車盗難  防止対策
短時間でも必ず鍵をかけ、丈夫な補助錠

（ワイヤチェーンなど）で⼆重施錠しましょう。防犯登録を必ずしましょう。

（町教育委員会 社会教育課）☎ 0997-82-2904
キ
ー
抜
き
の
啓
発
ス
テ
ッ
カ
ー

青少年の非行を未然に防ぐために

車やオートバイのエンジンキー、抜いていますか？

健康増進課　☎ 0997-82-1111（内線 134、135）

国民健康保険（４０歳以上）・後期高齢者医療保険にご加入の方へ

特定健診（長寿健診）を受診しましょう　～ STOP 重症化～
問

健診の案内等と「採尿セット」を 7 月初旬に郵送します。

健診を受ける当日の朝に尿を採取し、会場へお持ちください。

●健診期間＝ 7 月 27 日～ 8 月１日、8 月９日～１２日

●受付時間＝午前 7 時～ 9 時（健診会場等については個別に郵送します）
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３
９
９
０

税
務
職
員
採
用
試
験
の
受
験
者

を
募
集
し
ま
す

人
事
院
九
州
事
務
局
と
熊
本

国
税
局
で
は
税
務
職
員
採
用
試

験
の
受
験
者
を
募
集
し
ま
す
。

税
務
職
員
採
用
試
験
に
合
格
し

採
用
さ
れ
ま
す
と
、
全
員
が
税

務
大
学
校
に
入
校
し
、１
年
間
、

税
務
職
員
と
し
て
必
要
な
専
門

知
識
を
修
得
す
る
た
め
の
研
修

を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
後
、
税
務
署
に
配
属

さ
れ
、
国
税
の
仕
事
に
従
事
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
お
、

募
集
要
項
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

●
受
験
資
格

①
平
成
30
年
４
月
１
日
に
お
い

て
高
等
学
校
又
は
中
等
教
育

学
校
を
卒
業
し
た
日
の
翌
日

か
ら
起
算
し
て
３
年
を
経
過

し
て
い
な
い
者
及
び
平
成
31

年
３
月
ま
で
に
高
等
学
校
又

は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
す

る
見
込
み
の
者

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
に

準
ず
る
と
認
め
る
者

●
試
験
の
程
度

　
高
校
卒
業
程
度

●
第
１
次
試
験

　

平
成
30
年
９
月
２
日
（
日
）

●
申
込
方
法
＝
人
事
院
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
申
込
専
用
ア
ド
レ

ス
（w

w
w

.jinji-shiken.go.jp/
juken.htm

l

）
又
は
「
採
用
情

報
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
」（
採
用
情
報
Ｎ

Ａ
Ｖ
Ｉ
で
検
索
）
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

徳之島町「 暮らしの便利帳」 の
掲載誤りについて

今年３月末に全戸配布しました「暮らしの
便利帳」の広告内容に誤りがありました。
お手数ではございますが、次のとおり修正
下さいますようお願いします。

（誤）mikiko.tmiyama@hb.tp1.jp
（正）mikiko.tomiyama@hb.tp1.jp

31 頁
 下欄
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情報掲示板
平
成
30
年
度
海
上
保
安
学
校
・

海
上
保
安
大
学
校
学
生
採
用
試

験
の
お
知
ら
せ

【
海
上
保
安
学
校
学
生
採
用
試

験
】

●
受
付
期
間

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
＝
平
成
30

年
７
月
17
日
（
火
）
～
７
月

26
日
（
木
）

郵
送
・
持
参
＝
平
成
30
年
７

月
17
日
（
火
）
～
７
月
19
日

（
木
）

●
第
１
次
試
験
日
＝
平
成
30
年

９
月
23
日
（
日
）

【
海
上
保
安
大
学
校
学
生
採
用

試
験
】

●
受
付
期
間

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
＝
平
成
30

年
８
月
23
日
（
木
）
～
９
月

３
日
（
月
）

郵
送
・
持
参
＝
平
成
30
年
８

月
23
日
（
木
）
～
８
月
27
日

（
月
）

●
第
１
次
試
験
日
＝
平
成
30
年

10
月
27
日
（
土
）、28
日
（
日
）

受
験
資
格
・
試
験
内
容
等
詳

細
に
つ
い
て
は
、
人
事
院
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
国
家
公
務
員
試

験
採
用
情
報N

AVI

（http://

w
w

w
.jin

ji.go.jp
/saiyo/

saiyo.htm

）
又
は
海
上
保
安

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.kaiho.m

lit.go.jp/

）
を

ご
覧
頂
く
か
、
奄
美
海
上
保
安

部
管
理
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
＝
奄

美
海
上
保
安
部
管
理

課　

☎
０
９
９
７
―
５
２
―

５
８
１
１

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）

の
税
務
関
係
書
類
へ
の
記
載
に

つ
い
て

税
務
署
へ
ご
提
出
い
た
だ

く
税
務
関
係
書
類
に
つ
い
て

は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番

号
）
の
記
載
が
必
要
で
あ
る
と

と
も
に
、
本
人
確
認
書
類
の
提

示
又
は
写
し
の
添
付
が
必
要
な

も
の
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ

プ
ペ
ー
ジ
に
あ
る
、「
社
会
保

障
・
税
番
号
制
度
〈
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
〉」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
＝
大
島
税
務

署　

☎
０
９
９
７
―
５
２
―

４
３
２
１
（
自
動
音
声
案
内
）

詳しくは、最寄りの税務署にお尋ねください。
大島税務署　☎０９９７―５２―４３２１（自動音声案内）
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情報掲示板

奄美海上保安部

奄美海上保安部では、一般の方々を対象に「巡視船あまぎ」の一般公開を実施いたします。
事前申し込みは不要で、公開は無料です。公開終了時間 30 分前までに、直接、開催場所「巡
視船あまぎ」までお越しください。

●日時＝平成 30 年６月 24 日 ( 日 ) 午後１時 00 分～午後３時 00 分まで
●場所＝亀徳港岸壁（徳之島町）又は平土野港岸壁（天城町）
※事故防止のため、スリッパやハイヒールはご遠慮ください。また、車椅子及びベビーカー　
　でのご乗船は出来ませんので、あらかじめご了承ください。
※天候、業務都合等により急遽、中止になる場合があります。あらかじめご了承ください。

奄美海上保安部所属 ｢巡視船あまぎ」一般公開のご案内

《巡視船あまぎ》　
全長 89.0 メートル
幅 11.0 メートル
深さ 5.0 メートル
総トン数 1,300 トン

【お問い合わせ先】
　〒 894-0034
　　奄美市名瀬入舟町 22-1
　　奄美海上保安部
　　担当者：村上、笹原、前迫
　TEL・FAX （0997）52-5811

奄
美
群
島
漁
船
海
難
防
止
強
調

運
動
を
実
施
し
ま
す

奄
美
海
上
保
安
部
・
古
仁
屋

海
上
保
安
署
で
は
、
漁
業
関
係

者
の
安
全
意
識
の
高
揚
及
び
海

難
防
止
に
関
す
る
知
識
・
技
能

の
習
得
・
向
上
を
図
る
た
め
、

「
奄
美
群
島
漁
船
海
難
防
止
強

調
運
動
」
を
実
施
し
、
漁
船
海

難
の
未
然
防
止
を
広
く
呼
び
か

け
て
い
き
ま
す
。

●
運
動
期
間
＝
６
月
１
日（
金
）

　

～
６
月
30
日
（
土
）

●
重
点
事
項

◇
常
時
適
切
な
見
張
り
の
徹
底

◇
船
体
機
関
の
整
備
・
点
検
の

実
施

◇
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
常
時

着
用
等
自
己
救
命
策
の
確
保

※
７
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま

で
の
期
間
で
、
漁
業
協
同
組
合

単
位
の
「
奄
美
群
島
漁
船
セ
ー

フ
テ
ィ
ラ
リ
ー
」
を
実
施
し
、

組
合
員
が
一
丸
と
な
っ
て
船
舶

事
故
の
撲
滅
を
目
指
し
ま
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
＝
奄
美
海
上

保
安
部
交
通
課　

☎
０
９
９
７

―
５
３
―
５
５
６
９

台
風
海
難
防
止
強
調
運
動
を
実

施
し
ま
す

奄
美
海
上
保
安
部
・
古
仁
屋

海
上
保
安
署
で
は
、
本
格
的
な

台
風
時
期
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、「
台
風
海
難
防
止
強
調
運

動
」
を
実
施
し
ま
す
。

●
ス
ロ
ー
ガ
ン
＝
「
来
る
ぞ
台

風
！
備
え
は
よ
い
か
！
」

●
実
施
期
間
＝
６
月
21
日（
木
）

～
６
月
30
日
（
土
）

台
風
に
よ
る
海
難
の
未
然
防

止
を
図
る
た
め
、
台
風
情
報
を

早
期
に
把
握
し
ま
し
ょ
う
。
船

舶
所
有
者
に
あ
っ
て
は
、
①
大

型
船
は
安
全
な
海
域
へ
早
期
避

難 

②
小
型
船
舶
は
陸
揚
げ
・

固
縛 

③
港
内
避
泊
の
場
合
は

係
留
強
化 

の
３
点
を
心
掛
け
、

早
め
の
備
え
を
お
願
い
し
ま

す
。
作
業
中
も
ラ
イ
フ
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

海
上
保
安
庁
緊
急
情
報
メ
ー
ル

配
信
サ
ー
ビ
ス
も
ご
活
用
く
だ

さ
い
。緊急情報メール

配信サービス
登録はこちらから↓
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図書館かち
行かでー！

～Let's go to the library! ～ 

『いろいろあった人へ
　大人の流儀　Best Selection』

伊集院　静／著

世の中の肌触りを覚えるには、理
不尽と出逢うのがいい。ひとつひ
とつを乗り越えていけば、笑い話
にさえなる。最後の無頼作家が、
日々の思いを綴ったエッセイ集。
「大人の流儀」シリーズより抜粋し
単行本化。

『わたしの忘れ物』

乾　ルカ／著

引っ込み思案で目立たない大学生
の恵麻は、大型複合商業施設の忘
れ物センターでアルバイトをする
ことになるが…。6つの忘れ物とそ
の持ち主たちとの巡り会いから生
まれる、心優しい物語。

『おしりたんてい
　あやうしたんていじむしょ』

トロル／さく・え

おしりたんていの住む町に、めい
たんていを名のるあやしい人物が
現れ…。おしりたんていが今回の
事件もププッと解決！

『極上の孤独』

下重　暁子／著

まわりに自分を合わせるくらいな
ら、ひとりでいるほうが何倍も愉
しく充実する。成熟した人間だけ
が到達できる境地でもある。ひと
りを愛する著者が、孤独の効用を
語り尽くす。

『魔力の胎動』

東野　圭吾／著

自然現象を見事に言い当てる、彼
女の不思議な “ 力 ” は何なのか。彼
女は、悩める人たちを救えるのか
―。「ラプラスの魔女」の前日譚。

『ホンこわ！
あなたの後ろの本当は怖い場所』

野宮　麻未／著

職員室の小さいおじさん、車窓の
呪いの文字、墓地のそばに立つ女
性…。あなたのすぐ近くにある怖
い話を紹介します。マンガや、世
界と日本の魔除けなども掲載。

徳之島町立図書館から、
新着本やイベントなどのお知らせ。

の図書館展示６月
・ 父の日特集

・ 雨の本

・ ブライダル特集

・ 和菓子のはなし

・ ６月の作家 『山田祐介』

徳之島町立図書館　☎ 0997-82-1239

○館内おはなしコーナーで定例おはなし会を開催します。

６月３日 （日） 午後 2 時 30 分～

６月９日 （土） 午後 2 時 30 分～、

６月 23 日 （土） ※同上

・ あかちゃんおはなし会

・ 毎月のおはなし会　    

○返却ポスト回収予定日

　阿田野平住宅 （6/2、 6/19）、 花徳支所 （6/1、 6/24）

○ネットで 「徳之島町立図書館蔵書検索システム」 がご

　利用いただけます。図書館Facebookもどうぞご覧ください。

お知らせ

《図書館開館時間》火～金曜日：午前 10 時～午後７時
　　　 土・日・祝日：午前９時 30 分～午後５時

本
を
読
ん
で
、

人
生
を
豊
か
に
。
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○
赤
ち
ゃ
ん
の
暮
ら
し
を
考
え
る

○
赤
ち
ゃ
ん
の
ス
タ
イ
作
り

マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス
の
ご
案
内

母
子
手
帳
交
付
・
歯
科
相
談

【
日
に
ち
】
６
月
11
日
（
月
）

【
時　

間
】
10
時
～
12
時

【
場　

所
】
町
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
母
子
健
康
手
帳
を

　
　

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
受
付
時
間
】

14
時
～
14
時
30
分

【
対
象
者
】

妊
婦
さ
ん
、
幼
児
、
一
般
、

３
ヶ
月
以
上
歯
科
健
診
・
フ
ッ
化
物
塗

布
を
受
け
て
い
な
い
お
子
さ
ん

【
受
付
時
間
】
13
時
30
分
～

【
日
に
ち
】
６
月
21
日
（
木
）

【
場　

所
】
町
保
健
セ
ン
タ
ー

○
歯
科
相
談

○
母
子
手
帳
交
付

お
待
ち

 

し
て
ま
す
！

徳之島町保健センター　☎０９９７ ‐ ８３ ‐ ３１２１

毎
年
６
月
は
食
育
月
間
、
毎
月
19
日
は
食
育
の
日

６
月
18
日
～
24
日
は
「
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を

正
し
く
理
解
す
る
週
間
」
で
す
。

食
育
月
間
・
食
育
の
日

『
食
育
』
と
は
、
様
々
な
経
験
を
通
じ
、
食
に

関
す
る
知
識
と
、
食
を
選
択
す
る
力
を
習
得
し
、

健
全
で
豊
か
な
食
生
活
を
実
践
で
き
る
人
に
育

て
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

「
家
族
や
友
人
と
楽
し
く
食
卓
を
囲

む
」「
食
べ
物
を
大
切
に
す
る
」
な

ど
、
身
近
で
で
き
る
こ
と
か
ら

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

家
族
で
で
き
る
食
育
を

は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

家
族
で
歯
科
健
診
を
受
け
よ
う
！

平
成
29
年
度
歯
の
健
康
標
語
優
秀
賞　

『
む
し
歯
な
し 

お
い
し
い
ご
飯

　
　
　
　
　
　
　

お
ぼ
ら
だ
れ
ん
』

神
之
嶺
小
学
校　

丸
山　

ゆ
り
乃

６
月
４
日
～
10
日
は
「
歯
と
口
の
健
康
週
間
」

毎
月
第
３
木
曜
日
は
歯
科
相
談
日
で
す
。

保
健
セ
ン
タ
ー
に
健
診
に
来
て
ね
！

む
し
歯
も
歯
周
病
も
、
進
行
し
て
か
ら
で
は
治
療
に
時
間

が
か
か
り
ま
す
。
進
行
し
て
か
ら
治
療
す
る
よ
り
も
、
進
行

し
な
い
よ
う
に
予
防
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

健
診
で
は
む
し
歯
や
歯
周
病
の
確
認
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
年
齢
や
歯
並
び
に
応
じ
た
歯
み
が
き
方
法
や
フ
ッ
化
物

な
ど
を
使
っ
た
予
防
法
、
甘
い
物
の
摂
り
方
の
指
導
な
ど
、

歯
と
口
の
健
康
を
守
る
た
め
に
多
く
の
こ
と
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

病
気
を
見
つ
け
て
治
療
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
「
検
診
」

で
は
な
く
、
健
康
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
快
適
生
活
を
助

け
る
「
健
診
」
を
、
年
に
１
回
は
歯
科
医
院
で
受
け
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
！

７
月
27
日
～
８
月
１
日
、
８
月
９
日
～
８
月
12
日
に
行
わ

れ
る
町
の
集
団
検
診
に
お
い
て
も
歯
周
病
健
診
が
受
け
ら
れ

ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
お
口
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
し
ま

し
ょ
う
。

ハ
ン
セ
ン
病
へ
の
理
解
を

ハ
ン
セ
ン
病
は
、
極
め
て
感
染
力
の
弱
い
「
ら

い
菌
」
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
感
染
症
で

す
。
昔
は
不
治
の
病
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
現
在
で
は
有
効
な
薬
が
開
発
さ
れ
、
早
期

発
見
と
早
期
治
療
に
よ
り
確
実
に
治
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
や
家
族
が
受

け
た
偏
見
や
差
別
に
つ
い
て
考
え
、
人
権
が
尊

重
さ
れ
る
社
会
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
、
１
人

ひ
と
り
が
、「
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
は
何
か
」

を
問
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
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編
集
・
発
行
　
徳
之
島
町
役
場
企
画
課

有
料
広
告

徳之島町の
ウォーキング
やジョギング
人口が増加し
ています。今
回、紹介する作
山さんは、若い
ころは空手で
体を鍛え、今は自分の体調とペースに合わせて
ウォーキングを10年間続けているそうです。「少
し疲れていても、ウォーキングをした方が翌日
に疲れが残らない。体調もいい」と力強く語る
作山さん。毎日続けることが健康への第一歩な
のかもしれません。
健康増進課では健康づくりウォーキングを開
催しています。歩く習慣作りの第一歩を健康づ
くりウォーキングから始めてみませんか！
※開催日等は広報紙でお知らせいたします。

わっきゃまちの
きまいたりっちゅ

お申込みは下記電話番号までお電話下さい！

鹿屋海技0994-43-2853

ボート免許・更新と失効講習
当日受付OK!!写真と送料サービス 

 6/27（水）徳之島町文化会館 2F会議室●更新 夕方6：00～ 失効 夕方5：30～
更新料 ¥8,900
失効料¥15,800

み
込
申

作山 照重 さん
（68 歳）南区

富
山
丸
慰
霊
祭
を
前
に
清
掃
活
動

4 月 20 日の第 55 回富山丸慰霊祭
を前に、なごみの岬会の東郷勇さん、
徳之島町母子寡婦福祉会、嶺勝己カ
ラオケクラブの皆さんによるなごみ
の岬公園の清掃活動が行われました。


